
情報の拡充を通して暗黙知を形式知へ

運用環境（例）

暗黙知 形式知

場所の情報

人の情報

モノの情報

標準機能 カスタマイズ

■GPS やセンサー機器連携
場所と作業を紐付け

■記録を基にした作業手順書
電子マニュアルとの連動

■データの可視化
エキスパートの作業を見える化し、
知識を伝承

Remote Guideware をカスタマイズすることで、より導入効果の高いアプリケーションを
構築いたします。

コミュニケーションは様々な組み合わせで、同時に行うことが可能です。
例えば利用者 Aと Bさん、Aと Dさんといった組み合わせで、また A, B, C, D さんが
同時にコミュニケーションをとることも可能です。

※Guideware ( ガイドウェア ) は株式会社構造計画研究所と
一般社団法人 ALFAE の登録商標です。

■提供物（サーバ一式）
・ハードウェア：IBMPC 互換機 　
 （オプションにて RAID 構成も可）
・サーバOS:Ubuntu
・ミドルウェア Wowza media server3
  （アプリケーションとサーバ機を合わせて
提供します。）

■ご準備いただくもの
・PCの場合
    Windows７（32bit または 64bit）
　Mac OSX10.6 以上
・スマートフォンの場合
   Android2.2 以上 
   （一部動作しない端末もございます )
・タブレットの場合 
   Android3.x 以上
   （一部動作しない端末もございます）

※WowzaMediaServer3は米国Wowza社の登録商標です。
※Windowsは米国Microsoft 社の登録商標です。
※OS Xは米国Apple Computer 社の登録商標です。
※同時アクセスできる人数は初期導入段階では制限されます。
※インストールするクライアントソフトウェアの数は制限されません。

２０１２. ５

現場の情報や経験を組織で共有する
コミュニケーション格納ツール

タブレット
スマートフォン
正式対応

WiMax, 衛星通信なども可能

屋外（出先） 屋内
利用者 B 利用者 C 利用者D 利用者 A PC

Internet3G, Wi-Fi
(Internet)

Remote Guideware
サーバ



ビルメンテナンス業務への適用
ビルメンテナンス業務への適用

本部

現場

事例１　メンテナンス業務への適用　

■従来とは違って、問題を即座に対応。
コストダウン、スピードアップに貢献！
・事故やトラブルを未然防止
・点検結果をデジタルデータで保存し、
　過去の記録が必要なときにすぐに
　引き出し、作業時間を削減

効果・目的

■ベテランの知恵を有効利用
・エクスパートとのやりとり
　（いつ・誰が・何を）を遂次保存。
・匠の技を電子化し、若手技術者の教育へ

事例２　建設施工現場での適用　

■3.11 災害時にも利用できた
　　　　　　　　　モバイル通信技術！
・日常的なコミュニケーション手段を
　緊急時にも有効活用
・駅周辺での滞留者大量発生を想定し、
　インターネット通信を主体に区、事業
　者、 商店街等による訓練と検証を実施。

事例３　帰宅困難者や滞留者の受入施設確認

効果・目的

効果・目的

POINT

SmartPhone
& Tablet

相手が
見ているもの

会話
テキスト
音

図面
写真
手順書

Smart Guideware ( クラウドサービス・プラットフォーム )

▲池袋駅周辺混乱防止対策訓練

“Remote Guideware” とは？

システムイメージ

データ活用

データ活用

現場の目と耳を本部でリアルタイム共有。
現場に必要な情報を、

必要なタイミングで届けられます。
現場の状況を映像と音で
確認することで迅速な判断を

情報蓄積で報告業務効率化
・トレーサビリティ向上

 

タブレット対応
可搬性に優れ、 画面も大きいタブレット端末を使うことで、
必要なときに必要な場所で映像や図面が閲覧できます。

“メンテナンス” の
スピードアップ

災害時の通信
・各種支援システムとして

施工現場の技術を伝承し、
若手育成に

■ 無償のクラウドサービス
RemoteGuideware の姉妹品です。
本ツールは、3.11 東日本大震災の復興支援の目的で
リリースされました。
引き続き、どなたでも無償にてご利用可能です。

PC

担当者が経験不足の
場合でも確実に

訓練

詳細・お申込みは
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